
財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券は償却原価法（定額法）によっている。

（２）固定資産の減価償却の方法

定額法によっている。

２．基本財産の増減額及びその残高

基本財産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

現金預金 72,500 0 0 72,500

投資有価証券 378,470,446 148,482 0 378,618,928

合計 378,542,946 148,482 0 378,691,428

３．基本財産の財源等の内訳

基本財産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科目 当期末残高 （うち指定

正味財産か

らの充当額）

（うち一般

正味財産か

らの充当額）

（うち負債

に対応する

額）

現金預金 72,500 (0) (72,500) 0

投資有価証券 378,618,928 (370,476,120) (8,142,808) 0

合計 378,691,428 (370,476,120) (8,215,308) 0

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりであ

る。

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

什器備品 22,399,466 1,625,841 20,773,625

電話加入権 149,968 0 149,968

合計 22,549,434 1,625,841 20,923,593
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５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のと

おりである。

科目 帳簿価額 時価 評価損益

関西電力株式会社

第４７６回社債

（一般担保付）

100,000,000 100,425,100 425,100

東京電力株式会社

第４８３回社債

（一般担保付）

99,954,760 101,410,000 1,455,240

三菱東京ＵＦＪ銀

行普通社債第６６

回債

99,965,768 100,180,000 214,232

第９回 川崎市５

年公募公債

19,998,400 20,010,000 11,600

横浜市公募公債

（５年） 第１９

回

50,000,000 50,265,000 265,000

横浜市平成２１年

度第３回「ハマ債

５」公債

8,700,000 8,714,790 14,790

合計 378,618,928 381,004,890 2,385,962

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

内容 金額

経常収益への振替額

基本財産受取利息

合計

3,739,933

3,739,933
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